
１　目指す姿

２　施策の展開（取り組みと今後の課題）　

（1）地域コミュニティ活動の支援

＜主な事業名・取組＞

➣町会・自治会活動支援、コミュニティ活動支援

・「町会・自治会の活動活性化の推進に関する条例」を制定（令和元年度）

・

＜今後の課題＞

・町会・自治会などの活動を継続するための支援や連携の仕組みを各団体の意見を取り入れ再構築

・

（2）地域の人材育成

＜主な取組＞

・「はちおうじ志民塾」で地域活動の担い手を育成（平成25年度以前）

＜今後の課題＞

・

（3）市民センター・拠点事務所の役割の充実

＜主な事業名・取組＞

➣コミュニティ施設管理運営

・市民センターに公衆無線LANのアクセスポイントを整備（平成28年度）

・市民センター内の施設空き状況についてホームページへの掲載開始（平成29年度～）

・市民センター施設予約抽選申込方法にWEB・FAX方式を追加（令和2年度）

＜今後の課題＞

・地域コミュニティ活動の拠点である市民センターの利便性の更なる向上

３　施策に対する指標

施策番号 第１編　みんなで担う公共と協働のまち

地域コミュニティの活性化

第１章　市民自治の推進

01

② ↑

目指す姿
地域コミュニティ活動に幅広い世代の誰もが参加し、住民同士の交流によりつながりが育ま
れています。そして、地域住民が生きがいを持って活動に取り組み、自らの手で地域づくり
を行っています。

設定時の値 現状値
目標値 目標値に対す

る進捗度

指標
↑ 目標値を上回ることが望ましい指標
↓ 目標値を下回ることが望ましい指標

「町会・自治会等掲示板設置事業補助金」（令和元年度創設）、「町会等加入促進活動事業補助金」（令和2年度
創設)など町会・自治会に対して各種補助を実施

高齢化による地域コミュニティ活動の担い手不足へ対応した、市民主体のまちづくりをすすめるための地域に根
ざした主体的な活動を担う多様な人材の育成

地域ふれあいサロンの拡充など、コミュニティ活動の運営及び立ち上げの支援により、人が集まる機会の提供を
拡大

町会・自治会加入率 70%
（平成24年度） （令和2年度）

（令和4年度）

① ↑
49.3% 43.0%

70% －
隣近所や地域と交流やつながりがあると感じてい
る市民の割合

（平成23年度） （令和2年度）

－
63.2% 55.6%

65% －
（平成28年度） （令和2年度）

市民センターの利用率
59.7% 52.9%

③ ↑
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■データ

「はちおうじ志民塾」受講者数

70% 39.4

目標値 目標値に対す
る進捗度

（令和4年度）

地域活動に携わっている「はちおうじ志民塾」卒
塾者の割合

60.0%

指標
↑ 目標値を上回ることが望ましい指標
↓ 目標値を下回ることが望ましい指標

設定時の値 現状値

④ ↑
53.5%

（平成28年度） （令和2年度）
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１　目指す姿

２　施策の展開（これまでの取り組みと今後の課題）　

＜主な事業名・取組＞

➣市民活動推進

・八王子コミュニティ活動応援サイト運営システム「はちコミねっと」を運営開始(平成27年度～)

・市民活動団体の活動を支援する「人の支援（プロボノ）」を運用開始(平成29年度～)

＜今後の課題＞

・「はちコミねっと」など、市民活動や地域活動に関する情報発信の充実

・多様な市民や団体、行政が連携して、地域の課題解決などに向け、協働していく仕組みづくりが必要

＜主な事業名・取組＞

➣学園都市づくり

・大学等と包括連携協定を締結（平成27年度～)

・「はちおうじ学園都市ビジョン」を策定（平成29年度)

＜今後の課題＞

・大学コンソーシアム八王子と連携した、市内外に向けた学園都市八王子の情報発信

・少子化や留学生の減少等による、大学等と本市との連携・協力事業に参加する学生の確保

・学園都市八王子の魅力発信やブランド力の強化

＜主な事業名・取組＞

➣市民参加の推進

・広報・ホームページでのパブリックコメント案内(平成27年度～)

・無作為抽出方式による附属機関・懇談会等の市民委員等を公募（平成28年度～)

＜今後の課題＞

・若い世代や子育て世代の市民参加の推進

３　施策に対する指標　

目指す姿
市政に参加しやすい環境が十分に整備され、様々な市民や団体がそれぞれの特性を活かし、市
と協働してまちづくりをすすめています。

設定時の値 現状値

目標値
目標値に対す

る進捗度

（１）協働のための連携推進

（２）学園都市の特性を活かした協働

（３）市民参加の推進

施策番号 第１編　みんなで担う公共と協働のまち

02
第 1 章　市民自治の推進

市民と行政の協働

指標
↑ 目標値を上回ることが望ましい指標
↓ 目標値を下回ることが望ましい指標 令和4年度

① ↑
75.8% 71.6%

85% -
（平成23年度） （令和2年度）

②

市民との協働による事業実施の割合

市民協働でまちづくりをすすめていると感じている
市民の割合 ↑

25.7% 55.5%
70% 67.3

（平成23年度） （令和2年度）
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■データ

市民活動支援センターに登録している分野別団体数

※複数分野の活動をしている団体があるため、登録団体数（445）とは一致していません。

令和4年度

指標
↑ 目標値を上回ることが望ましい指標
↓ 目標値を下回ることが望ましい指標

設定時の値 現状値

目標値
目標値に対す

る進捗度

「市民協働によるまちづくり」に参加している市民
の割合

大学等と本市との連携・協力事業数④

③ ↑

↑

10.9% 7.0%

（平成28年度） （令和2年度）

（平成28年度） （令和2年度）

-15%

250
件/年間

136
件/年間 328

件/年間
-

分野名
分野別
団体数

分野名
分野別
団体数

医療・福祉 150 人権 39

高齢者 105 国際 51

障害者 103 男女共同 38

健康促進 75 子ども・教育 140

社会教育 104 情報 33

まちづくり 128 科学技術 23

観光 38 経済活動 33

農漁村の振興 23 就労 25

文化・スポーツ 165 消費者 18

環境 73 中間支援 69

防災 27 その他 60

地域安全 36 合計 1,556

令和3年（2021年）3月時点
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１　目指す姿

２　施策の展開（これまでの取り組みと今後の課題）　

（１）広報活動の充実

＜主な事業名・取組＞

➣広報活動

・Twitter・Facebook（平成25年度）、LINEによる情報発信（令和2年度)を開始

・ラジオ「広報はちおうじ」を開始（平成30年度～）

・広報紙を多言語に翻訳するアプリ「カタログポケット」を導入（令和2年度）

＜今後の課題＞

・多様なメディア媒体の活用や広報紙の電子化などによる効果的な情報発信

・各種統計データや市政資料のデジタルアーカイブ化など市政情報発信の仕組みづくり

（２）シティプロモーションの推進

＜主な事業名・取組＞

➣都市の魅力の創造・発信

・「シティプロモーション基本方針」を策定（平成27年度）

・ふるさと納税制度を活用し、本市ならではの魅力ある返礼品を贈る取組を開始（平成27年度～）

・ブランドメッセージ「あなたのみちを、あるけるまち。八王子」及びロゴマーク決定（平成30年度）

＜今後の課題＞

・

・ブランドマネジメントの推進により、市民のシビックプライドの醸成につながる取組が必要

（３）市政情報の適正な管理

＜主な事業名・取組＞

➣情報公開・個人情報保護制度の運営

・特定個人情報（マイナンバー）の取扱開始に伴う「個人情報保護条例」の改正（平成27年度）

＜今後の課題＞

・「個人情報の保護に関する法律」改正に対応した、個人情報保護制度の適切な運用

（４）公文書の保存・活用

＜主な事業名・取組＞

➣文書の保管保存

・「公文書の管理に関する条例」を施行（令和2年度）

＜今後の課題＞

・公文書の適正な管理及び活用の推進

施策番号 第１編　みんなで担う公共と協働のまち

03
第 2 章　市民が納得できるサービスの提供

積極的な市政情報の発信

目指す姿
積極的に市政情報を発信し、市民と市が市政情報や政策課題を共有し、「市民との協働のまち
づくり」が進んでいます。

ブランドメッセージを意識した全市的な取組との連動や施策展開を図るための戦略的なブランドマネジメントの実
施
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３　施策に対する指標　

設定時の値 現状値

目標値
目標値に対す

る進捗度

指標
↑ 目標値を上回ることが望ましい指標
↓ 目標値を下回ることが望ましい指標 令和4年度

① ↑
28.8% 45.7%

60% 54.2
（平成22年度） （令和2年度）

② ↑
50

ポイント

市政情報が適切に分かりやすく提供されていると感
じている市民の割合

八王子の魅力を積極的に友人・家族等に勧めたいと
思う市民の割合

－
（平成28年度） （令和2年度）

47.9
ポイント 60

ポイント
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１　目指す姿

２　施策の展開（これまでの取り組みと今後の課題）　

（１）広聴の充実

＜主な事業名・取組＞

➣広聴活動

・市政モニターの募集に無作為抽出を導入（平成26年度）

・市政世論調査の回答方法に電子申請方法を追加（平成29年度～）

＜今後の課題＞

・市民の市政への関心とまちづくりへの参加意欲を高めるため、多様な広聴活動を展開

（２）窓口サービスの質の向上

＜主な事業名・取組＞

➣戸籍住民基本台帳、納付機会の拡大

・八王子駅南口総合事務所及び南大沢事務所のサービス拡充（平成26年度～）

・マイナンバー（社会保障・税番号）制度に係るシステム改修及びマイナンバーカード利用を開始（平成27年度～）

・マイナポータルによる子育てワンストップサービスを開始（平成29年度～）

・マイナンバーカードを図書館利用者カードとして利用開始（平成30年度～）

＜今後の課題＞

・マイナンバーカードの本人確認機能を活用した、行政手続の電子申請対応業務の拡充

・

（３）近隣自治体との相互サービスの推進

＜主な取組＞

・近隣自治体との図書館連携開始（平成25年度以前）

・多摩川流域に共通する課題への情報交換等を目的として近隣自治体間で多摩川流域連携会議を発足（平成25年度）

・自治体間の情報連携に係るシステム整備（平成28年度)

＜今後の課題＞

・デジタル技術の活用による、市民の利用性向上のための相互サービスの拡大

（４）電子自治体の推進

＜主な事業名・取組＞

➣ＩＣＴ活用、住民情報ネットワークシステムの運営

・転出届のインターネットによる事前予約を開始（令和2年度～）

＜今後の課題＞

・行政手続のオンライン化の更なる推進
・ＲＰＡツール等デジタル技術の活用による内部事務の効率化

窓口業務等での行政手続のデジタル化を図る一方で、相談業務など一部の対面型窓口の役割も大きいことから、多
様化する市民ニーズに対応できる窓口サービスを推進

施策番号 第１編　みんなで担う公共と協働のまち

04
第２章　市民が納得できるサービスの提供

市民サービスの向上

目指す姿
ICTの活用などによりサービスの迅速性と利便性が高まるとともに、市民意見が市政に反映さ
れ、質の高いサービスが提供されています。
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３　施策に対する指標　

■データ

「市民の声」受付件数

令和4年度

① ↑
25.0% 57.0%

60% 91.4
（平成23年度）

（平成23年度） （令和2年度）

（令和元年度）

② ↑
76.4%

行政手続きにおいてＩＣＴが利用されている割合

窓口での手続きが分かりやすく利用しやすいと感じ
ている市民の割合

－85%

設定時の値 現状値

目標値
目標値に対す

る進捗度

指標
↑ 目標値を上回ることが望ましい指標
↓ 目標値を下回ることが望ましい指標

69.4%

371 401 326
521 482 502 554 565
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１　目指す姿

２　施策の展開（これまでの取り組みと今後の課題）　

（１）分権時代に対応した政策立案機能の充実

＜主な事業名・取組＞

➣政策立案機能の充実、地域づくり推進事業

・「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定（平成27年度）

・「地域づくり推進基本方針」を策定（令和元年度）

・地域づくりの機運醸成を目的とした「中学校区別ワークショップ」を開始（令和2年度～）

＜今後の課題＞

・

・

・

（２）効果的な事務権限の移譲

＜主な事業名・取組＞

➣自治推進

・地方分権改革に関する提案募集制度を活用（平成26年度～）

＜今後の課題＞

・地方分権改革に関する提案募集制度の活用を通じた、職員の分権意識や発案力の向上

・国と地方の役割分担に応じた適切な事務や財源の配分について、継続した国への働きかけが必要

（３）大都市制度の活用

＜主な事業名・取組＞

➣中核市推進

・中核市移行（平成27年度）

・中核市移行5周年記念シンポジウム「地域とともにあるくまち。八王子」を開催（令和元年度）

＜今後の課題＞

・中核市としての権限を最大限活かした、地域の特性に合ったまちづくりの推進

３　施策に対する指標　

施策番号 第１編　みんなで担う公共と協働のまち

05
第３章　地方分権時代にふさわしい行財政運営の推進

地方分権の推進

目指す姿
住民に身近な基礎自治体として、地域の特性や市民ニーズを踏まえ、地域の政策課題を解決す
る自立した都市になっています。

設定時の値

目標値
目標値に対す

る進捗度
令和4年度

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」で示した人口減少社会に向けた考え方や、これまでの地方創生の取組を活か
し、将来のビジョンをデザインすることが必要

指標
↑ 目標値を上回ることが望ましい指標
↓ 目標値を下回ることが望ましい指標

中学校区を単位とした住民主体の地域づくりを推進するため、先行して取組むモデル地区などでの取組状況を共有
しつつ、他地区へ展開

人口減少・少子高齢社会の到来や地方分権の推進を踏まえ、戦略的かつ中長期的な政策立案機能の充実を図るため
の人材育成や体制の構築

（平成28年度）

20件
（累計）

107.7

7件
（累計）① ↑

地方分権改革に関する提案募集制度や国家戦略特区
の提案などを行った件数

現状値

21件
（累計）

（令和2年度）
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１　目指す姿

２　施策の展開（これまでの取り組みと今後の課題）　

（１）計画行政の推進

＜主な事業名・取組＞

➣行財政改革の推進、長期ビジョンの策定

・「八王子ビジョン2022」基本計画を改定（平成29年度）

・「第9次行財政改革大綱」を策定（令和元年度）

・次期計画である「長期ビジョン」の策定に着手（令和2年度）

＜今後の課題＞

・人口減少や少子高齢化及び社会環境の変化に対応した持続可能な行財政運営を実現するための経営改革の実施

・

（２）定員管理の適正化

＜主な事業名・取組＞

➣適正な定員管理

・「八王子ビジョン2022組織・定数管理基本方針」を策定（平成26年度）

＜今後の課題＞

・

（３）リスクマネジメントの強化

＜主な事業名・取組＞

➣内部統制の強化

・「リスク管理基本方針」を策定（令和2年度）

＜今後の課題＞

・

（４）効率的な民間経営手法の活用

＜主な事業名・取組＞

・ＰＦＩ手法により総合体育館を整備し、指定管理による管理運営を開始（平成26年度～）

・「指定管理者制度ガイドライン」を策定（平成27年度）

＜今後の課題＞

・指定管理者制度やＰＦＩなどの官民連携の課題整理や検証による効果的な活用

施策番号 第１編　みんなで担う公共と協働のまち
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第３章　地方分権時代にふさわしい行財政運営の推進

持続可能な行財政運営

目指す姿
社会情勢の変化に対応した効果・効率的な行財政運営のもと、市民ニーズを踏まえ、基本構
想・基本計画に掲げた「私たちが目指すまち」が計画的に実現されています。

「八王子ビジョン2022」の成果と課題、社会変化を踏まえ、2040年を見据えて、持続可能な行財政運営に資する次
期計画として「長期ビジョン」を策定

業務の質・量の変化に応じて、デジタル技術の活用や雇用ポートフォリオの推進、効果的なアウトソーシングを行
い、職員は「公務員でなければできない仕事」に特化できるよう、適切な定員の管理

「リスク管理基本方針」に基づき、コンプライアンス意識を高め、職員一人ひとりがリスク管理に主体的に取り組
み、事務の適正性を確保することで、安定した行政サービスを継続的・効率的に提供
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（５）健全な財政運営

＜主な事業名・取組＞

➣新地方公会計制度の推進

・「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」における将来負担比率0％を達成（平成27年度～）

・日々仕訳による地方公会計制度を導入（平成28年度）

・地方公会計制度の事務事業評価での活用を開始、固定資産台帳の作成・公表（平成29年度～）

＜今後の課題＞

・効果効率的なマネジメントサイクルのしくみの構築

（６）財産の有効活用

＜主な事業名・取組＞

➣公共施設マネジメント

・「公共施設白書」発行・「公共施設マネジメント基本方針」を策定（平成27年度）

・「公共施設等総合管理計画」を策定（平成28年度）

・「中長期保全計画」を策定（平成29年度）

・公共施設整備保全基金を設置（平成30年度）

・「資産利活用基本方針」を策定（令和元年度）

＜今後の課題＞

・「公共施設等総合管理計画」に示した考えに基づき、学校施設を含めた公共施設マネジメントを着実に推進

・「資産利活用基本方針」に基づく、資産の利活用の更なる推進

（７）市税等の適正な賦課と徴収

＜主な事業名・取組＞

➣市税の賦課

・市税についてＡＩ-ＯＣＲやＲＰＡを活用した賦課業務を開始（令和2年度～）

＜今後の課題＞

・

（８）受益者負担の適正化

＜主な事業名・取組＞

➣受益者負担の適正化

・「受益者負担の適正化に関する基本方針」を策定（平成28年度）

＜今後の課題＞

・「受益者負担の適正化に関する基本方針」に基づく定期的な見直しによる、公平性・透明性の確保

３　施策に対する指標　

■データ

市税収入率

※令和2年度（2020年度）は、全体財務諸表の対象会計が変更になったことから、下水道事業会計における資産と負債を考慮し、
　指標を算出しています。

設定時の値 現状値

目標値
目標値に対す

る進捗度
令和4年度

業務プロセスを見直し、簡素で分かりやすい評価・課税方法を確立するとともに、業務のマニュアル化や標準化の
推進により、徴税コストの削減を図る。

指標
↑ 目標値を上回ることが望ましい指標
↓ 目標値を下回ることが望ましい指標

（平成24年度） （令和2年度）

1：3 〇① -
1：3 1：3.9全体貸借対照表における世代間の負担割合（負債と

純資産の割合）

（％）
平成25年度
（2013）

26年度
（2014）

27年度
（2015）

28年度
（2016）

29年度
（2017）

30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

2年度
（2020）

95.8 96.4 97.0 97.2 97.7 98.3 98.7 98.7
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１　目指す姿

２　施策の展開（これまでの取り組みと今後の課題）　

（１）人事制度の充実

＜主な事業名・取組＞

➣人事管理

・昇任選考試験の選考基準の見直し（令和元年度）

・会計年度任用職員制度の導入（令和2年度）

＜今後の課題＞

・

・定年延長及び役職定年制度導入により、職員のスキルを業務に生かすことができる人事制度を推進

（２）人材育成の推進

＜主な事業名・取組＞

➣職員研修、安全衛生管理

・「人財育成プラン」を策定（平成27年度）

・「人財育成プラン」の改定（令和2年度）

＜今後の課題＞

・人財育成プランに掲げるめざす職員像に向けて、より効果的・効率的な研修を実施

・各分野における専門性をもった人財及び地域づくりを推進できる人財の育成

・職員意識調査の結果をもとにした研修制度の充実

３　施策に対する指標　

① ↑
95.1% 92.7%研修で学習した、知識・スキル・考え方を業務に活

かすことができると実感できた職員の割合
（平成28年度） （令和2年度）

100% -

目指す姿
人材の育成がはかられ、社会の変化に迅速に対応できる職員が、質の高い市民サービスを提供
しています。

設定時の値 現状値

目標値
目標値に対す

る進捗度
令和4年度

指標
↑ 目標値を上回ることが望ましい指標
↓ 目標値を下回ることが望ましい指標

働きやすく活力ある職場づくりを推進することで、職員の昇任選考の受験者数や昇任に対する意欲を引き出す取組
を推進
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人材の育成と活用
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